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はじめに

輸入代替を中心とした工業化政策は，現在多く

の批判を集めている。国産化を達成するために，

性急に関税・数量制限などの貿易障壁にたよった

ことが，結局は国際競争力のない非効率的な工業

部門を数多く造出するに終わり，それが国民経済

全体の効率をも妨げている，というのが批判の骨

子である他日。さらには輸入代替という方策その

ものの，工業化と経済発展への有効性を疑ってい

るとみられるような論議も存在している。

しかしながら，輸入代替と経済発展との関係は

かなり複雑な問題である。理論的には，国際貿易

理論での静態的効率と動態的効率の関係をめぐる

問題はまだ結着がついていない惟2）。批判のより

どころとなっているへクシャー＝オリーン定理は，

数多くの仮定に基礎をおいているが，なかでも

「生産要素の完全雇用jおよび「国際的に生産技

術一定」という二つは大きな意味を持っている。

生産要素が不完全緩用下にあるときには，保護貿

易が（静態的）国民経済の厚生水準を引上げうる。

2 

平 た田 日早

また生産技術一定との仮定が，多くの事例，とく

に低開発国を含む工業後発国で妥当しないことは

明らかであり，幼稚産業保護論の主張につながっ

ている（注3¥

実証研究においても，事情はあまり違っていな

い。輸入代替過程につヤての作業はいくつか存在

する。後発国での工業化がまず第1には輸入代務

の形をとるのは当然であり，関心も比較的強かっ

た。しかしながら輸入代替過程が進展していく内

部論理やメカニズムを明らかにしていけるような

研究の蓄積が存在しているとはいし、がたい。とく

に輸入代替から輸出化への過程と条件とを論じた

ものは数少なく，低開発問工業化論の弱点、となっ

ている（注4)。

本論では，輸入代替過程の実証研究の蓄積をめ

ざして‘ニュージーラン｜ごとオーストラリアの事

例をとりあげる（注5）。両国とも後発国であり，輸

入代替は工業化過程の重要な部分を構成した。し

かしこの両国の経験の意義は， 「新定住地域jと

して，外部世界への依存が非常に大きい「従属経

済」という基本的な特質を有しながら輸入代替過

程を進展させたことにある惜自）。従属経済の特質

は数多いが，少数の一次産品輸出に依存している

こと，および経済発展のためには資本ばかりでな

く労働までも海外から導入されねばならなかった

ことは，両国の輸入代替を検討するうえで意味が
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大きい。

まずあげられることは，両国とも小市場であっ

て大規模な工業化には適していないと考えられる

ことである。小国といえども輪出市場向けの生産

によって規模の経済を達成し，工業化を促進する

ことは可能だが，この点でも両国は不利な立場に

あった。南半球に位置し，ヨーロッパ市場からは

地球の正反対にあたるという地理的要因は， 「距

離の暴虐」とさえいわれ，両国の経済発展に多く

の影響をおよぼしてきた位7＼輸出商品が一次産

品のなかでも相対的に価格／重量比の高い羊毛に

まず集中したのは，その端的な現れであり，こう

した状況のなかでの工業品輸出は根度に潤難であ

った。またとくに初期に顕著であったが，経済発

展過程全体を通じて，基本的には労働不足であり，

賃金水準が高かったことも輸出工業化には不利な

条件であった（注8）。

しかし距離要因は，工業化を促進する方向へも

作用した。輸送上の闘難は貿易障壁でもあったわ

けで，ニュージーランドでもオーストラリアでも，

かなり初期から製造工業の発展がみられた。オー

ストラリアでは1850年代に，ニュージ｝ランドで

はやや遅れて1860年代に，いずれも金鉱発見が契

機となって急速な人口流入が生じたが，これは市

場と労働供給の拡大を通じて，製造業の成立する

契機ともなった惟9）。 1890年代の不況期には，す

でに保護関税の導入が問題となっている。

さらに両国は意図的な産業保護・育成政策をも

実施した。オーストラリアでは， 19世紀中にすで

にヴィクトリア州で保護貿易政策が行なわれてい

たが， 1901年の連邦結成後にはそれが全国におよ

ぼされた。関税は1908年， 1921年にそれぞれ引上

げられた（注10）。エュージーランドでは，関税は財

政収入目的を主体としながらも，徐々に保護目的

後発国における工業品輸入依存と輸入代替

が濃厚になっていた。 1938年には，直接的には国

際収支の不調を理由としてはいたが，包括的な輸

入制限政策が導入された。これは「隔離」（insula-

tion）政策と呼ばれ，非常に強力な冨産化政策とし

て機能することとなった。

このようにニュージーランドとオーストラリア

は，労働稀少な小市場とャう昔話約イとにありながら

も，自然による貿易障害と意図的な産業促進策を

基盤として製造業の輸入代替を進めたという，や

や特殊な事例である。労働豊富（i盤乗lj)条件を特質

としてヤたかつての臼本や現在の韓国，台湾とは

対極的なケースといえよう。すなわち両国の経験

は，実証的に工業化と輪入代替の問題を考えるう

えでの「代替J(alternative）モデルを提示しうるの

である。

本稿では，以下ニュージーランドとオーストラ

リアについて計測した製造業の産業部門別輸入依

存度を論じる。まず輸入依存度および輸入代替の

概念を論議する。次に計測のために作成したデー

タとその問題点を提示する。計測結果と主要なフ

ァインデ．イングは，第E節で示す。最後に，暫定

的な結論として，ニュージーランドとオーストラ

リアの事例からの，低揮発出へのインヅリケーシ

ョンを述べることとする。

（注 1) 代表的なものとして，（1)Little, I.; T. 

Scitovsky; M. Scott, Industry and Trade in Some 

Developing Co開 tries，ロンドン， OxfordUniversity 

Pre田， 1970今，（2)Balassa, B., The Structure of 

Protection in Develoj>ing Countries，ボノLチモア，

Johns Hopkins Press, 1971年なとをあけることがで

する。

（注 2) このぷtこ関して，現在もっとも説得力のあ

乙批判は，ミン、の「低開発L司法あまりに貧困なので，

たとえ所与の欲求，技術および資源のもとという静態

的な枠組内で生ずるものでねあってし Vii上し毛る浪

費であるかぎりは，許容できなし、」とするものであろ
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う。 Myint,H.，“Economic Theory and the Under・ 

developed Countries," Journal of Political Econo・

my，第73巻第5号（1965年10月〕， 477～491ベージ。

ミントはさらに続けて，静態(J'＇）な効率が重力態的効率を

ももたらすと主張する。しかし全体的な経済孜策上の

議論としてはともかく，輸入代替の長 11° についてこ

の論議は卜分とはいえないだろう。むしろシンガー

(H. Singer）の，輸入代替過斜それ fl体と輸入代替を

もたらす方策とを区別して論ずるべきであるとの，「ア

ジア開発戦略の新方向」国際シンポジウム（1979年3

月13～16日，アジア経済研究所〉における指針告は注fl

すべきであろう。

〈注3) ここでいう後発国とは，ガーシエンタロン

の相対的後進国のことて、あり，工業化の開始が遅か円

た国を意味する。 Gerschenkron,A., Economic Back・ 

wardness in Hist01 ical Perゆective，ケンブリッジ，

マサチコーーセッ九 HarvardUniversity Press, 1962 

年。

（注4〕 日本を事例jとして，輸入代替過程が進行し

輸出化が達成される際に，規模の経済を主婆凶とした

コスト低減が実現されたといっ指摘は存在する。 Ya・

rnazawa, 1., ＇‘Industrial Growth and Trade Policy 

in Prewar Japan，＇’ The Develoj,ing Economies，第

13巻第 1~;i (1975年3月）， 38～65ページ。

（注 5) ニュージーランドの経済発展過程全体につ

いては別に論文を準備している。 「ニュージーラント

の経済発峡一一開発経済学からの考察J (IV:的とし

て発表する予定である。ニュージーランドの経済発展

の研究は，主として経済史の立場から行なわれており，

Condliffe, J. B., New Z師 landEconomy in the 

Making: A Study of Economic and Social De・ 

velopment，第 2版，ロンドン， Allenand Unwin, 

1959年および向， The Welfare State in Ne,o 

Zealand，ロンドン， Allenand Unwin, 1959年の 2

冊がもっとも信頼できるテキストとされてい号。オー

ストラリアの経済発展については， Sinclair,W. A, 

The Process of Economic Development in Aust・ 

ralia，メルボノレン， Cheshire,1976 '.q:'.が一般的なも

のである。

（注6〕 Simkin,C. G. S., The Instability of a 

Dependent Economy: Economic Fluctuations in 

New Zealand 1840-1914，オソグスアォー I',Oxford 

University Press, 1951年。 一方，オーストラリアlζ
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ついては，完全に従属経済だったとはいえないという

指摘がある。 Butlin,N. G., Investment in Austral-

ian Economic Development, 1861-1900，ケンプりッ

ジ， CambridgeUniversity P民間， 1964年（再刊，キ

ャンペラ， AustralianNational University, 1976年〕。

（注7) Blainey, G., The Tyranny of Distance: 

How工>istanceShaped Australids History, メノレ

ボルン， SunBooks, 1966年（長坂秀久・小林宏訳

『距離の暴虐』サイマノレ出版会 1980年）。距離要因は

国内でも各植民地問の交易を阻害し，国民経済の統合

の障害であったとも指摘されている。

（注 8) 19世紀半ばには，オーストラリアの生活水

準は，ニュージーランドを除いて，世界ーであった可

能性が強い，と推計されている。 Butlin，前掲怠 8

ぺ－ ；／。

Ci主9) オーストラリアでは， 1850年代の10年間に

まを人 Iiが30万人あまりから 110万人従度に拡大した。

Sinclair, op. cit., 77ページ。また ι ュージーランド

では1861～71年の期間に， 10万人以下から26万あまり

にまで人口が増大した。 Pritchard,M. F. L., .:1n E・ 

cunomic History of New Zealand，オークランド，

ロンドンの Collins, 1970年， 97ベ－ ν。

（な10) 1908年のものは 1;'/ (Lyne）関税， 1921年

のI，のはグリーン（Greene〕関税と呼ばれる。とく；こ

後者は農産物を含む「なんでも保護」をねらいとして

L、t：。1930年には，雇用保護を論拠として，さらにス

カリン（Scullin）関税による引上げが行なわれた。

Boehm, E. A., Twentieth Centuη Economic De・ 

velopment in Australia, 第 2版， メノレポノレン‘

Longman Ch田 hire,1979年， 189～193ページ。

I 輪入依存度と輸入代替の概念

輸入代替は，総国内需要に占める国産部分（国

産化：判の上昇，あるヤi土問じことであるが輸入

部分（輸入依存度〕の低下，と定義される。総閣内

需要は，国内消費目的の輸入に園内生産を加え，

さらにもし輸出がある場合にはそれを差引u、たも

のである（注1）。すなわち次式によって算出した輸

入依存度を，二時点以上で比較し，低下してL，、れ

ば輸入代替が生じていると考えられる。
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輸入代替をはかるもう一つの方法は，翰入構造

の変化である。この際輸入は商品の加工段階，あ

るいは経済的用途で分類される。輸入代替過程

は，完成財（消費財〕輸入の減少と中間財・涼材料

輸入の増大を伴っている。それゆえ輸入の重点、が

移動して，前者のシェアが低下し後者のそれが上

昇していることで輸入代替を示す指標とするわけ

である悦2）。この方法は，輸入データのみを作成

すればよいという作業上の利点を持っている。し

かし輸入代替の本質は国産工業化であり，輸入構

造の変化は輸入代替の間接的指標にすぎない。そ

れゆえこの方法では，マクロ的視点からi草炭経済

全体としての輸入代替が示しうるにすぎないので

ある。

これに対して，輸入依存度は国内生産をも含む

より直接的な指標である。とくに産業部門別lこも

計測できるので，工業化のメカニズムの検討や，

それに影響する諸要悶の評価などにも利用しやす

いのが利点である。

産業者II門別輸入依存度の計測にも問題は存在す

る。とくに商品の集計に関して，純（net）概念を

とるか総（gro阻または total）観念をとるか，は多

少議論しておく必契があろう。物的には，すなわ

ち商品レペバ〆では，輸入依存度は単純な概念であ

る。輸入商品と国産商品とが同一財あるいは代替

財であれば，輸入依存度は簡単に求められる。た

とえばー悶が10万台の白書効率を生産し， 10万台を

輸入しているというケースでは，輸入依存度は50

%どなる。ことでは純概念と総概念の問題は生じ

ない。

しかし商品を産業部門ごとに集計し，しかも商

iSt1問に投入進出関係が存在ナる場合には，輸入依

後発国における工業品輸入依存と翰入代替

存度の視念はやや不明瞭となる。 100万ドノレ相当

の自動車部品が輸入され， 200万戸lレ相当の完成

自動車が周産されるというケースを想定してみよ

う。部品の輸入依存度は 100%，完成自動車のそ

れは 0%というケースである。これを集計し，自

動車産業とした場合lこは，国内需要はおそちく200

万ドルとするのが適当であろう。輸入部品は完成

財生産に投入され，最終財需要の一部iこ組みこま

れるからである。そして輸入依存度は50%となろ

つ。

この事例は，投入産出関係が部門内に限られて

いて，純概念を使用するのが適切なケースである。

国民経済全体の輸入依存度を論じる擦にも，同様

の視点から，純概念であるGNPあるいはGDP 

に対する輸入の比率が通常とられている。

しかし投入産出関係は，一産業部門内に隈られ

るわけではない。一産業（あるいはその中の一企業7

が吉田内の也産業から原材料を購入し，完成品市

場で輸入財と競合している場合には，総概念のほ

うが国内生産を示す適切な指標であろう。すなわ

ち輸入依存度計測のためにもっとも適切な閣内生

産額は，総生産額から同一部門内での投入産出額

をさしひいて二重計算を除去したもの，あるいは

同じととではあるが部門別付加価値に也部門から

の投入額を加えたものと考えられよう。

W の問題l土，投入産出表の使用によって解決し

うる。しかし長期タイムシリーズの計測には，投

入産出表の利用は不可能である。本研究では，次

にあげるニつの理由から，部門JJ!Jの総生濯を国内

生産として使用ナる。第 1に，産業部門間の投入

産出関係は部門内のそれよりも相対的に大きいの

で‘奈みの程度はより小さくなる。第2に，総生

産額のほうが付加価値額に比べてより長期のタイ

ムシリーズ・データを入手しやすいのである。

う
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もちろん総生産額を使用したことにより，ある

程度の二重計算が含まれ，その結果国内生産が多

少の過大評価となっている点は留意しておかねば

ならない。それゆえ輸入依存度の絶対水準の信頼

度には問題があることをあらかじめ付言してお

く。計測結果は，趨勢を示すための第一次的接近

と考えるのが適切であろう（注3）。

（注 1) 概念的には，これに在庫調教を加えるのが

望ましいが，本作業では無視した。

（注2〕 輸入tド1:l告の変化から輸入代替、品程を議論し

たものとして，ニュージーランドにつv、ては Hawke,

G., "Long-term Trends in New Zealand Imports，” 

Australian Economic History Revieu.J, 第 8巻善寺

1号（1978年3月〕がある。 Rowe, J. W., "Import 

Reliance 1950-65，＇’ Ne叩 ZealandEconomic Papers, 

第1巻第1号（1966年），および Brow孔ie,A. D., 

“New Zealand’S Import Function," New Zealand 

Economic Papers，第 1巻第2号（1967年〉も輸入代

替を論じているが，国民経済全体レベんにおける輸入

依存度を取扱うものであり，本稿の関心とは異なって

いる。オーストラリアの事例は，池間誠「オーストラ

リアにおける輸入代替と輸入構成の変化J （琴野孝編

『オーストラリア経済の形成過程』アクア経済研究所

1973年 第4章〕で，輸入構造の長期シりーズがあげ

られている。

（注3) 山津逸平・平問権「工業化と対外経済関係、

一一日本の歴史的経験と現代の発展途上国との比較研

究一一一」（『アジア経済』第19巻第4号 1978年4月〕

では，日本，台符， Fイの3国につレて，総入依存度

の計JJIUにより輸入代替を総じている。

II データの作成方法と問題点

輸入依存度の計測には，国内生産および輸入の

二つのタイムシリーズ・データが必要である。産

業分類と貿易分類はかなり異なっているので，両

者をほぼ同じペースのものとするには，通常多少

の調整が必要である。さらに，概念について述べ

たとおり，場合によっては輸出データが必要とな

6 

る。

まずニュージーランドから述べよう。同国の工

業生産統計は，1885/86年から最新年次tといたるま

で，各年版の NewZealand Official Yearbookか

ら入手できる。しかしこの期間に数回にわたって

産業分類が改変され，いくつかの経済活動が工業

カテゴリーから取除かれている。各年のデータを

そのままタイムシリーズとしては用いられない。

この点を修正した 1955/56年までの改訂シリーズ

が，1958年！被 Yearbookにあるが，これは全製造業

総生産額のみについてのものである位I〉。そこで

各部門の生産額は，各年版の Yearbookよりとり，

総生産額が改訂シリーズξ一致する上うな調整を

力日えた。

改訂シリーズは，オリジナルのヂータからいく

つかの経済活動分野を削除したものである（注2¥

それゆえ，オリジナノレ・データから明らかに削除

すべき「電気・ガス」を差引いたあとでも，さら

にマイナス調整が必要な年次があり，下記の修正

を行なった。

(1) 1920/21～1930/31年「繊維業」が，その後

削除された注文紳士服，婦人服，婦人帽生産

を含むものとしてマイナス修正佳3）。

(2) 1950/51年「雑製造業Jをマイナス修正。

本研究では，さらに「食品業Jから「食肉冷凍j

および「パター・チーズJを分離し，計測の基礎

ヂータからはずしてある。食肉冷凍およびバタ

ー・チーズは，ニュージーランド工業のなかで最

大の規模を有する。しかしその製品はほとんど輸

出にまわされ，牧畜業の補助部門という性格が強

い〔注4)。また本論での主要関心である輸入代替と

の関連は稀薄である（注目。

第 1表が作業の結巣である。 1950/51年までの

パネルAとそれ以後のパネノレBとに分けてある。



1982040009.TIF

18伺1/91

1895/96 

1叩0/01

1叩>5/06

1910/11 

1915/16 

1920/21 

1925/26 

1930/31 

1935/36 

第 1表 ニュージーランドの製造業生産額； 1885/86～1975/76年

（単位： 1,000NZポンド， 1965/66～1975/76はl，α:>ONZドル）

学金 属下面－1両金属鉱物｜雑製担空___!t_
、ーーーー、＿＿＿＿＿，，，， ' 

434 109 I 544 [ 5,871 
( 7.4) i ( 1.9) ( 9.3)' (1叩.o)
460 , 76 1 341 6,523 

C 7.1) i ( 1.2)' C 5.2) (100.0) 
411 1 81 ! 122、 7,110

( 5.8) I ( 1.1)1 (10.2); (100.0) 
1,133 167 i 1,054 i 11,115 
(10.2) ( 1.5)' ( 9.5)' (100.0) 
1,148 . 329 i 1,451 i 14,099 
< 8.1) I c 2.3)1 (10.3): c100.o) 
1,637 ! 446 I 1,900 17,228 
( 9.5) : ( 2.6)1 (11.0)i (1凹 .0)
1,740 I 540: 3,092 21,639 
( 8.0) ( 2.5). (14.3) (100.0) 

3,304 : 3,336 1,997 ！剖4i 42,095 
( 7'. 8) 1 ( 7. 9) ( 4. 7) 1 ( 2. 0): (1肌 0)
3,603 i 3,636 I 2,188 I 702 42,$l0 
( 8関4)1 ( 8.5)1 ( 5.l)j ( 1.6)' (lQQ.0) 
3,403 I 3,845 I 2,106 I 639 1 38,922 
( 8.7)1 ( 9.9) ( 5.4)1 ( 1.6)! (100.0) 
3,579 I 4,818 1,692可 593l 41,8拘
（日~.5) ( 4.0)i ( 1.4)1 (100.0) 

11,962 2,398 8,248 I 77,384 
(19.3) , c 3.1) (10. 7) I c100.o) 

25,490 I 3,261 • 15,242 , 119,082 
(21.4) ; ( 2.7) (12.8)1 (100,0) 

5,611 i 51,0952) 6,463 i 42,070')1 244,940 
( 2:.?21 （幼9) ( 2.6)i （抗出 (100.0 : 

困

~ 
'-+ 
e)l 

トイ
ト憾
go 
童F
>' 
F守
中ト
円・

量t
>' 
z害
時番

革 1

635 I 
(10.8) 
1,063 
(16.3)1 
1,301 I 
(18.3) I 
2,036 I 
(18.3)1 
1,977 
(14.0) I 
2,257 I 
(13.l)I 
3,015 I 
(13.9)( 

3,845 I 
( 9.1)1 
4,280 I 
(10.0)i 
2,414 I 
( 6.2)1 
3,105 I 
( 7.4)1 

3,421 I 
( 4.4); 
5,969 i 
( 5.0)j 

20,511 I 
( 8.4) I 

レト】，S16
 

z’
こ
、
l
，
、
l

l

J

、j

、J

、
ノ
）
ノ
、
J

、J

、J

、
）
、
j

、j

、／一

帯一

4
7
5
4
9
5
4
3
8
6
8
0
7
8
5
1
8
3
0
6
0
6
3
6
7
8
0
9

H
U

一t
i

・r
D

・且
M

A

v

e
内

b

・ヮ，．
Q
U

・
尚
u
e
n
V

－1
－‘・
A
4

・
A
a
L
D

・

↑

仕一

2
4
3
5
3
5
7
6
0
7
3
8
6
7
3
8
4
0
5
1
0
9
1
6
8
5
1
4
－

h
l

一

，

，

，

哩

A

，1ab

，

，

．

，

小

一

（

（

（

（

1
（
1
（
l
（

3
（
4
（
4
（
4
（

5
（
6
（

2
（

席↑

1

J
 

戸
ド
一

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

 

4
1
8
1
4
1
2
1
2
4
7
2
1ょ
7
1
8
9
0
0
1
7
1ム
1
2一9
5

J
A

－1

・6

・4
1

4

・3
A
u
・
5

・
5

・2

・
3

0
0
0
0
0
0
3
0
3
0
3
1
4
1
8
1
4
1
6
1
 

，

，

 

＆

草

／

L

／l
、
f
L

〆1
・、／
k

f

L

／L
J

K

／k
r

t
、
〆
t
、τム／
k
q
υ
f
k
、

パネルA:1885/86～1950/51年
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パネノレB:1955/56～1975/76年
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パネルA:1895～1950年
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CHI序r)N出：vZealand Official Yearbook，各年版より作成。

（注〉食品（SITC0,1），繊維（65,84,55），木製品（63,82〕，紙（64〕，非金属鉱物（66），ゴム（62），化学（5〕，金属（1955年は68,69(0），それ以
後は 67,68,69(R）），一般機械（71），省気機械（72），輸送機器（7::l），維製品（82,84.85を除く 8），燃持（3），合計（ 0～9)o 
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これは産業分類がやや詳しくなった結果である。

ともに当年価格での実額に加えて，産業構造の安

定性を示すために，個別産業部門の総生産に占め

るシェアをカッコの中に示しである。

第1表の作成に際し，データの昔話約で修正が加

えられなかった部門がいくつかあり，問題点とな

っている。いずれも産業分類上のものであり，一

括して下記しておく。

(1) 1945/46年までの「機械J－「自動車修理

業jが主要なサブ・カテゴリーとして含まれ

ており，分離できない。とのため園内生産が

過大評価され，輸入依存度は過小評価された

ことになる。 1950/51年以降は独討のヂータ

が入手できるので，それゆえ輸入依存度を記

した第6表では，輸入依存度は自動車修理業

を除いたものをカッコ内に示してある。

(2) 1950/51年までの「皮革J一「杭毛業Jを

含んでいるので，輸入依存度がきわめて不安

定となった。そこで計測結果からは除いてあ

るの

(3) 「雑製品Jー総生産におけるシェアが不安

定であり，おそらく1915/16年と1920/21年の

問，および1935／初年と1940/41年の問，の2

固にわたり大幅な分類変更が行なわれたため

と考えられる。

輸入のタイムシリーズの作成は，ずっと簡単で

ある。やはり NewZealand Official Yearboo是を

用いて， 1895年からの商品別輸入データがとれる

ので，これをほぼ工業生産分類に一致するように

とりまとめて，第2表を作成した。第 1表と同じ

理由から，パネルA, Bに分けてある。

輸入についても，生産と同様の分類上の問題点

が多少存在する。たとえば1945年までの「輸送機

器Jは，本来「ゴム製品jであるタイヤを含んで

後発国における工業品輸入依存と輸入代替

いる。また「その他jカテゴリーには原材料がか

なり含まれてし、るようで，工業品でないものは取

除くのが望ましい。しかし石炭を削除し，「！燃料j

に加える以外の調整は行なっていない。

国内需要を算主主する際のマイナス項艮である工

業輸出は， 1955年以後についてのみ第3表にまと

めである。それ以前の時期ではほとんどないもの

として無視した。このため問題が生じうるのは，

初期の亜麻と穀物である。これは亙蘇工場と製粉

所の生産が，それぞれ「繊維Jおよび「食品Jの

国内生産に含められている可能性が大きいためで

ある。これら商品の輪出額は入手できるが，その

うちで工業生産；こ相当する部分，すなわち加工さ

れた部分は不明である。それゆえこの点でも調整

は行なっていない（注6)0 

国内生産ヂータおよび貿易データを比較する際

に，データ収集期間の差違が問題となるかもしれ

ない。生産データが， 4月～ 3月の財政年度を収

集期間としているのに対し，貿易データは，1960/

61年までが暦年，その後は7月～ 6月のものであ

る（注7）。つまり生産データと比べて，貿易データ

は年次により 3カ月ずつ前後の時期をカパーして

いる。輸入依存度が持続的に抵下していると仮定

すると，前の時期では輸入依存度の過大評価，後

の時期では過小評価が生じることとなる。しかし

パイアスはわずかであるとして，この側面も無視

した。

オーストラリアについても，同様に国内製造業

総生産と輸入のタイムシリーズ・データを作成し

た。部門,JI］の製造業生産統計は各年版の Austra-

lian Yearbookから入手できる。オーストラリア

の産業分類はニュージーランドのものとよく似て

おり，両国の比較はしやすい。投入産出関係でも

非常に大きな差違がないと仮定ナれば，輸入依存

9 
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第3表 ニュージーランドの工業品輸出（fob):19日～1975/76年

（単位： 1955～1960は1,000NZポンド， 1965/66～1975/76はl，αゅNZドル〕

｜吋時i~！！紙議主I~叩~一両手踊）言葉議lff*llf雑製品 j 合計

i器iI i~I if 112; ~瓦 t1;, l:ll1「対日~in~瓦仁t：~~
65/66 I 1,2111 '.',7同 37引12,5θ9i 詔叫 335 22,314! 1，位1 1,592; 624 124 1 206' 42 964 

1説得｜以~~：＇.刑判定!l__l望i坦；叫：！；1~~！＿3~：むお哩］~fit~
（出所〕 New Zealand Official Yea必唱。是，各年版より作成。

（注〕 貿易分類は，第2表ノfネルBと同じ。

第4君主 オーストラリアの製造業生産額： 1912～1975/76年

（単位： 1，α）（）Aポンド， 1965/66～1975/76は1(約万AFル）

食品｜繊維i木製品｜足首［毒事
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（出所〕 Australian Yearbook，各年版より作成。

（注〕 1940/41年および1970/71年には製造業調査が行なわれなかった。
1)皮革のみ。 2）売上高。

度の絶対水準の比較も可能と考えられるが，すで

に述べたとおり，この種の比較は注意して行なう

必要があろう。

生産統計のタイムシリーズは第4表にまとめて

ある。カッコ内に示した部門別シェアの安定性が

非常に高く，このことから本稿でカパーした期間

には大規模な産業分類の変更はなかったと考えて

よいだろう。それゆえ ・tIスJを製造業統

IO 
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計から取除く以外には，とくに調整は行なってい

ない。

オーストラリアの生産統計は，部門数も少な

く，ニュージーランドよりは簡単なものとなって

いる憎む。それゆえの問題も存在し，たとえば「食

品Jは間違いなく「食肉冷凍および酪農製品jを

含んでいる。ニュージーランドについては，前述

したようにこれを「食品Jから分離したが，オー

ストラリアでは，生産統計が簡単であるために，

同様の調整は行なっていない。

輸入データについては，連邦結成時である1901

年から， CommonwιalthMoηthly Statisticsお

よび AustralianYearbookによって入手した。

商品分類の問題は少なく，構造的安定性も比較的

高い。結果は第5表である。輸入依存度を計算す

るために必要であった主な調整は， 1930/31年か

ら1945/46年の期間の輸入額をポンド・スターリン

グからオーストラリア・ポン Fiこ転換したことで

ある。換算比率は， 1.25:1を使用した。

工業品輸出は，オーストラリアでは相対的規模

が小さいので，輸入依存度計測の基礎データに含

めなかった。工業品輸出は， 1977/78年には10億

I I 



Ⅲ　計測結果と主要なファインディング
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オーストラリア・ドノレで，絶対的には決して小さ

くはない。しかしこの額は総輸出額の 8.5%にす

ぎず，また製造業総売上高の 2.2%にしかあたら

ない悦9）。個別工業部門で多少の影響が出るかも

しれないが，輸出の無視は正当化しうると考えて

よいであろう。

（注 1〕 NewZealand Official Yearbook, 1958 

年， 602ベージ。

（注2〕 改訂シリー占ズで取l徐かれfこ経済活動は， 1)

製パン業， 2）ケーキ・~子製造業， 3）靴修理業， 4）時

二十修盟業， 5）注文紳士淑，婦人n匠， kJ人絹製造業， 6)

屠殺業， 7）鉄道・路面電車修理工場， 8）海軍ドック，

および， 9）従業員 1人の工場である。また材木伐採お

よび電気・ガスも削除評れている。近気・ガスは各年

の統計に記載されてL、るので，まずオ IJゾナルの総生

産額からそれを取除くと， 1935/36年， 1940/41年，

1945/46年の数字は改訂シりーズと一致する。そこで

この各年についてはそれ以上の調整は行なわなか勺

夫。1920/21年， 1925/26if.，および1930/:ll年につい

ては，後述するように「繊維」を，また 1950/51年r.・

ついては「維製品」をマイナス調整した。

（注 3) 調整額は， 1920/21年が約130万ポンド・ス

タψ リング， 1925/26年が100万ポン h スターリング，

1930/31年が150万ポンド・スターリンクである。 1910

/11年わよび1915/16年におけるこれらの経済活動の生

産額はそれぞれ150万ポンド・スターりングおよび140

万ポンド・スターリングであるので，この調整はほぼ’

正.＇：＇＼化だきょう。

( It 1) 冷凍肉，バター・チーズともに，貿易統副

では畜産物とされている。

（注5) 関内需要を，生産プラス斡入マイナス輸出

とすればもちろん同じ結果となるはずであるが，実際

には輸出業の付加価値が含まれてしまう。ここでは生

産段階のデ－ ;lを採用し，同じ生産段階での総生産か

ら差引くこととした。

（注6〕 亜麻工場生産額および亜麻輸出（粗原料お

よび加工品〉は次のとおりである（1920年以後の生産

誕百は不明〉。

12 

（単位： 1,000ポンド・スターリ γグ）

年 生産額 輸出額

1885 20 16 
1890 234 181 
18出5 33 21 
1鈎骨 203 332 
1905 558 696 

1910 284 448 
1915 471 571 
1920 647 
1925 516 

m~ 198 
53 

（注7〕 ニュージーランドの貿易統計収集期間は，

1962年に変更された。

（注 8) 一つの理由は，オーストラリア全体の統計

が州翌日統引を合計して作戒されていることのようであ

る。しかし木作業では州軍I］統計のチェックは行なゥて

いない。

（注 g) 製造業総付加価値額との比較では， 5.4%

にあたる。

E 計測結果と主要なファインディング

ニュージーランド製造業の部門別輸入依存度を

第6表にまとめた。さらに個別産業を軽工業，重

工業にグループ化した結果も示しである。前述し

たように， 「機械」は自動車修理業を含んでいる

ので，それを分離することができる1950年からは，

カッコの中に自動車修理業を除いた結巣を記し

た。同じ操作は， 「重工業Jおよび f全製造業j

についても行なってある。また計測結果は第 1図

にも示した。

第6表および第1図からは，まず，ごく初期を

g1Jにして，輸入依存度の全殺的低落傾向が明瞭に

読みとれる。これは後発工業国の一般的なパター

ンと一致している。 「全製造業jの輸入依存度が

もっとも高かったのは1920年で57.2%となった。

この年は第一次世界大戦の直後で異常であったと

の理由でこれを除けば，輸入依存度が最大であっ

たのは1925年で52.4%ということになる。 f軽工

業jにつし‘ても輸入依存度が最大であったのは同

じ1925年であった。しかし「重工業」の場合には
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もっと早く 1905年であった。

計測を行なすた期間は，次にあげるように 3局

面に分けられそうである。

(1) 1895～1915年：軽工業，重工業ともに輸入

依存度はほぼ一定。

(2) 1915～35年： 1920年におそらく戦後の輸入

急増によって生じた上昇があり，その後着実

で綾慢な低下。ただし重工業については，低

下はごくわずかである。

(3) 1935～75年：軽工業は急速に低下。重工業

はそれよりはゆっくりと低干ごした。

1940年および45年に輸入依存度が非常に低くな

っているのは戦争にともなう貿易の混乱によると

考えられるので，解釈に注意が必要である。しか

しこの期間をはさんだ1935年と1950年を比較しで

も輸入依存度はやや低下しているので，輸入代替

過程はいくらか進展したと汚えてよいだろう。す

でに述べたとおり，エュージーランドでは1938年

に「隔離政策」と呼ばれる措置をとって，輸入制

限にもとづいた積極的な工業化政策に着手した。

た、が本格的な工業化がこの政策による輸入代替か

ら開始されたといわれている割には，輸入依存度

への影響は驚くほど小さu、。

個別産業部門は，ほぽ全体と似かよった趨勢で

13 
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第 11震 ニュージーランド製造業の翰入依存度： 1895～197時二
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推移してし、るが，輸入依布！支の水準はかなりパラ

ついている。とくに「食品Jと「繊維」は，製造

業中で最大のシヱアを有する部門では当然のこと

だが，全体の趨勢と非常によく合致している。「機

械jの変動が大きいのは，種々の産業で輸入代替

を開始する際に機械設備の輸入が必要となること

を反映しているのであろう。だが「化学」が同じ

ように変動している理由は特定しにくい。

計測期間を通じて，重工業は軽工業よりも高い

輸入依存度を示した。重工業で規模要閣が大き

14 
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後発凶iこおける工業品輸入依ffーと輸入代替

第7表ニュージーランド製造業の輸出比率： 1955～75年（%）

一ιi識語γ｜木製副主竿i一一両手下手!if機1ぷ議）言f*I=c去lii3業 i主製品
1955 0.2 I 0.6 I 2.5 I 0.4 I 8.2 I 1.4 I 1.6 I 0.3 I 0.3 I 3.0 I 0.7 
1960 0.引 0.3 .2 I 10.7 ! 12.8 I 2.1 I 1.4 I 0.1 I 1.3 I 4.0 I 2.1 
1965 0.6 I 0.2 2.4 I 11.2 I 19.9 I 1.3 I 0.7 I 0.2 I 1.5 I 4.4 ! 2.5 
197ひ 4.8i 2.3 5.8 I 11.0 I 24.0 I 3.5 I 3.2 I 1.6 I 2.8 I 6.9 ! 3.4 
1975 8.7 I 2.9 23.5 I 15.0 I 11.0 I 12.0 I 5.8 I 1.5 I 4.7 I 8.8 I 6.3 

（出所〕 第1表，第3表をもとにして作成。
輸出

（注〕 1）輸出比率は，面丙亙麗×100%として算出した。

2) 「機械J，「重工業」および「全製造業」の圏内生産は，自動車修理を含まない。

く，ニュージーランドのような小市場経済でこれ

を実現することが困難であることを考えると，こ

のことは当然であろう。また他の後発国でも p お

そらくは技術習得上の理由により，軽工業の輸入

代替のほうが重工業よりも先行するようであり，

一般的な現象であるともいえよう。

しかし，より高い水準からとはいえども，少な

くとも計測期間に関するかぎりは，重工業が軽工

業と同時か，あるいはやや早u、時期に，輸入代替

過程にはいっているのは非常に興味深い。このこ

とはニュージーランドの工業化の重要な特質と考

えられるかもしれなヤ。

ニュージーランドは開発の初期段階から相対的

に高所得国であって，労働集約的軽工業には比較

優位を持っていなかった。工業化の最大の要国

は，すでに論じたように地理的な距離とそれにも

とづく輸入障壁であった。労働集約性などの荷品

生産上の特性は，これらの条件とは無関係に近い。

むしろ技術の入手可能性や製品のかさなどのほう

が重要な要問であったと考えてよヤであろう。し

かも，ニュージーランドはイギリスを中心とする

ヨーロツノごからの移民により建設された同である

ので，技術習得上の問題は小さかった。このよう

な条件のもとでは，重工業に比べて軽工業がとく

に有利である理由は乏しい。これが両部門におい

て輸入代替が同時に進行する結果につながったの

であろう。しかし， 1895年より前のヂータがない

ので，結論を早急には下せないことを付記してお

く。

重工業の輸入代替が軽工業とならんで進行する

もう一つの要因は重工業の中味であろう。ニュー

ジーランドの輪入代替は，きわめて「底の浅u、」

ものであって，重工業とはいっても，資本財・中

間財の生産部門という性格は少ない。輸入代替過

程は，まず完成品輸入を中間財輪入に代替する滋

程でもあるが，これはさらに中間財国産化，原料

輸入へと進行することが多い。後方連関効果は，

この輸入代替の「深危jの主な理由とされてし、

る。深化過程は，当然総輸入に占める原料輸入の

シェア上昇をともなっている。ところがニュージ

ーランドの事例では，このシェアは，研究対象期

間を通じて， 4～ 6%の低水準でほぼ一定に推移

し， f底の浅いj工業化とし、う特質を物語ってい

るのである。

上記の特質のもう一つの側面ともU、えるが，ニ

ュージーランドの工業化過程には，労働過剰な後

発国でみられたような，大規模な軽工業輸出化に

先立つ「慣らし」過程が存在していない。このこ

とは，近年生じている急速な工業品輸出成長にも

かかわらずそうである。 1955年に 450万ニュージ

Iラ
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（出所） 第5表，第6表をもとにして作成。
（注〉 ＊カッコ内の数字は，燃料輸入を近似的に推計して，輸入額から除いた結果である。それでも， まだ輸入

依存度は多少過大評価されている可能性が大きU、。

ーランド・ポンド（900万ニュージーランド・ lごル〉

にすぎなかった工業品輸出額は， 1975年には 3億

9100万ニュージーランド・ドノレに達した。このう

ち56%にあたる 2億1700万ニュージーランド・ド

ルは，工業生産シェアでは36%にすぎなヤ重工業

製品であった。また第7表であげた産業別輸出比

率をみても，近年の上昇傾向は指摘できるものの，

その水準はまだ低く，どの程度の重要性を持ちう

るかは判断しがたい。 「全製造業jでの輸出比率

は， 1975年でも 6.3%にすぎないのである。

オーストラリアについても輸入依存度を計測

し，第8表に示した。ニュージーランドについて

の第6表と比較できるように，ほぼ似通った配

列にしである。また第2図にiriJじ結染を関示し

た（注 1）。

もっとも重要とみられる特質は，長期にわたり

輸入依存度が着実に低下していることであろう。

低下の趨勢は，計測期間全体にわた ／＇て非常にス

ムーズである。ニュージーランドと比較しでもは

るかにスムーズであるといえよう。ただし 1920/

16 

21年および1950/51年の 2時点では，スムーズな

動きが苦しれー輸入依存度が趨勢からかなり上昇し

ている。しかしながら，いずれも大戦後の混乱に

よるものと解釈でき，またいずれも早急に正常な

趨勢へと回帰している。

趨勢がスムーズであるために，計測期間をさら

に区分するのはやや困難である。しかし下記の局

面が一応認定できょう。

(1) 1912～1920/21年：輪入依存度ほぽ一定。

(2) 1920/21～1965/66年：緩慢で着実な低下。

(3) 1965/66年～1975/76年：平準化。

第 1局面と第2局面の！K分は， 1920/21年の第一

次大戦後の「膨み」をどう制面するかにかかって

いる。 1912年以前の結果がえられていなヤことも

あって判断しにくい。それゆえ，ごく最近の期間

を除く全計測期聞にわたって，緩慢ではあるが着

実な輸入代蒋工業化過程が進行していると論じう

るわけである。

すでに述べてあるように，オーストラリアにお

ける輸入代務過程は，おそらく 1912年より以前ま
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後発潟における工業品輸入依存と輸入代替

第 2図 オーストラリア製造業の輸入依存度： 1912～1975/76年% 
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で遡るものである。しかもそれは自律的な輸入代

替についてだけでなく，「政策に誘発された」部分

にもあてはまる。連邦レベルでの最初の保護主義

的関税である「リン関税」は，早くも1908年に実

施された。とはいえ1921年の「グリーン関税」の実

施とそれにともなう「関税委員会」（tari仔board）の

創設とが，輸入依存度の明瞭な低下に先行して行

なわれていることはきわめて意味が大きい岨幻。

1939/40 1960/61 

ニューゾーランドと比べて，オーストラリアは

人口も 4倍以上であり，小市場の制約は相対的に

は小さい（注3）。だがオーストラリアの事例でも，

軽工業，重工業の双方で同時に輸入代替の過程が

進行しており，程度の差こそあれ［底の浅いj工

業化と Uウ性格は共通しているようである。総輸

入に占める「原料」の比率も，上昇傾向は認めら

れるものの，かなり低いものである活4＼オース

17 
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トラリアの場合にも，輸入代替工業化の基本的性

格はニュージーランドとほぼ同様と考えてよいだ

ろう。

（注 1〕 「維製品jの輸入依存度じ，おそらく骨産

と輸入のデータ・ベースの不適合という F［由で，過大

に評価されたと考えてよいだろう。しかし，第5表，

第6表でぶされているように，このカテゴリーのウエ

イトは非常に小さい。

（注2) Boehm，古＼j婦書。

（注3) オーストラリアの人口は， 1978年末で1430

万人とみつもられている。これに対してニューンーラ

ンドの人口は，トJl f!寺点で 315万人にすぎ引なL、。

（注4) 第5表では rJ!息料Jのγコ γ正宗i実に上昇

しているが，これにはニューンーランドについては分

離した「燃料Jが合まれている。 1975/76年の場合，

燃料の愉入額は 8億26（川万オーストラリア・ドルであ

ったのゼ， これを除いた！以料輸入は 5t意1(約万オース

トラリア・ドノしになり，総申告入の 6.1%ということに

なる。これはニューシーランドのケースとほぼ同じで

ある。しかしオーストラリア自体が打然資源の穀奮闘

である要閃を別に考える必要があるだろ弓。

日r ニュージーランド，オーストラリア

の工業化ノfターン

国際比較のための暫定的結論一一

ニュージーランドとオーストラリアの両国は，

これまでみてきたように，当初は距離という自然

的質易障壁，後には積極的な産業保護によって工

業発肢を図ってきた。工業化過程で輸入代替が非

常に大きな要因であったのもみたとおりである。

両国の経験は，国際的にはどう評価できるだろ

うか。これまで研究対象とされてきた後発〔工業〉

固と，両国との経済環境，とりわけ要素賦存，は

大きくかけ離れている。両国の工業化パターン

が，それゆえ工業発展の「代替モデルjを提示し

うる可能性は，本論の初めに指摘してある。本格

的な国際比較を行なうのは困難であるが，ここで

18 

は日本，台湾，タイの工業化パターンとの若干の比

較を行なって結論にかえることとしたい市 I）。

比較優位構造がらみると，ニュージーランドも

ホーストラリアも土地資源に最大の基盤を有する

ことは明らかである。現在でも，ニュージーラン

ドでは羊毛，食肉，酪農製品が，オーストラリア

では羊毛と鉱産物と，両国の主要輪出品は一次産

品になっている〈注幻。日本や台湾が，発展のごく

初期は別にして，豊富な労働力を利用して急速に

工業品の輸出化を達成したのとは大きく違ってい

る。この初期条件の大きな差にもかかわらず，両

国においても，他の後発国と同様に輸入代替過程

が存在したことを，まず確認しておくことが必要

であろう。

とはいえ輸入代替過程の内容は，要素賦T干の差

違を反映して，かなり異なっている。計測結果の

節で述べたように，両国の輸入代替は軽工業と重

工業の双方で同時に進行したようにみえるつこれ

は労働過剰を特質とする日本や台湾の事例とは対

象的である。労働過剰国では，軽工業の輸入代替が

先行し，比較的短い f慣らしj期間を経ての輸出

也達成と，議工業の輪入代替開始がかなり接近し

て生ずるというパターンが検出されている位3)0 

この差違は，いうまでもなく基本的には軽工業

の分野における（潜在）競争力にもとづくものであ

ろう。ニュージーランドとオーストラリアでの製

造業の国際競争力は低く，大部分の工業部門は関

税・非関税障壁の背後でのみ生産を持続しうる状

況にある。も九ろん両国の製造業のすべてが低生

産性部門というわけではないο 輸出一次産品関連

部門は国際的にも生産性の高い分野であり，部分

的にはそれ以外にも競争力を有する部門が存在し

ている。しかし製造業の相当の部分が， i判決経済

的な観点でネットのコストとなっているのは確か
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なようである惟4）。両国経済が，これからもこの

コストを負担していけるか，あるいは負担の維持

が正当化できるかが，現在問し、なおされている。

数量制限・関税保護の撤廃・低減を含む産業合理

化政策導入の必要性とその方策とiま，いずれの国

守もすでに政治過程をもまきこんだ課題となって

いるのである。

だからといって，この両国での工業部門がまっ

たく意味のないものと考えることはできまい。元

来これら諸国での工業は，とくに意図的，政策的

な発展を考えるうえでは，効率性だけを基準とし

てとらえられたわけではなかった。初めに指摘し

たとおり，両国経済は国際市場への従属性がきわ

めて高かったが，それを軽減し，より自立的な国

民経済を建設しようとの欲求が根強かった。工業

の育成はそのために不可欠の条件と認識されたの

である。

さらに雇用確保と」寸政策課題も存在する。両

国はたしかに労働稀少闘ではあるが，一次産業お

よびその関連部門だけで労働力が吸収できるわけ

ではない。むしろ両国の一次産業の雇用吸収力は

非常に小さいものである。ニュージーランドで

は，総労働力のうち畜産業を中心とする農業に従

事しているのが10%以下，オーストラリアでは林

業，鉱業を含めても 7%程度，となっている。製

造業はU、ずれの国でも20～ぉ%のシェアを占めて

おり，無視できない規模なのである惟5）。

このような状況は，実は低開発国にも存在して

いる。低開発国での輸入代替の動因もまた，効率

性のみだったわけではなし、。幼稚産業育成という

視点があったことは否定できないが，国民経済自

立化の欲求は低開発凶でも強かったのである。低

開発国での輸入代替工業化に対する批判は，こう

した事情を物語るものでもあろう。ニュージーラ

後発国における工業品輸入依存と輸入代替

ンドとオーストラリアの経験は，比較優位構造に

もとづかない輸入代替工業化の結末を示すという

点で，経済開発の問題にも大きな示唆を与えるも

のといえよう。

だからといって両国の経験をまったく否定的に

とらえることはできない。工業部門が全体とし

て，また個別部門として，ニュージーランド，オ

ーストラリアの経済成長にどのように貢献したの

か，あるいはしなかったのか，はまだ明らかでな

L、。競争力の低い工業部門でも，より効率的な部

門のサポートを通じて一国経済の成長に不可欠と

なっているという状祝は十分に考えうる。国民経

済にとって，どのようなインダストリー・ミック

スが適切かの問題はまだ解決されていないのであ

る。この視点は低開発国の工業開発を考えるうえ

でも必要なものであり，ニュージーランドとオー

ストラリアの経験は，単に反面教師としてだけで

はなく，積極的な意義を持ちうるものであろう。

輸入代替工業化が進行する過程そのものをみて

も，ニュージーランド，オーストラリアの事例は

開発問題に示唆を与えられる。両国の比較生産費

基盤が土地資源にあり，それが軽工業，重工業の

同時輸入代替につながっていることはすでに述べ

た。同じことを国際収支の側面からみることがで

きる。一次産品の国際競争力および輸出稼得能力

が十分に大きければ，あえて軽工業品輸出を行な

わなけれぽならないという必要性はない。輪入代

替が実際には， （少なくとも当初は資本財輸入増の形

で〕外貨必要量を増大させることはよく指摘され

ている。とくに重工業の国産化にともなう外貨必

要量は，重工業の方が資本産出高比率がより高い

と想定されるので，相対的に軽工業の場合より大

きくなろう。この外貨調達を一次産品輸出増でま

かなえれゴ，軽工業品輸出化が行なわれなくとも，
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重工業の輸入代替が始動されうる（注6）。

輸出稼得力の点で，ニュージーランド，オース

トラリアの主要商品は非常にめぐまれた位置にあ

った。羊毛は原料であって，市場性ではまったく

問題がない。また食肉，酪農製品，穀物などの食

糧も，大不況時が例外であるが第二次大戦のしば

らく後まで，イギリス市場への実質的に無制限な

アクセスが保証されていた。外貨調達のために工

業品輸出化を行なう必要はあまりなかったわけで

ある。

輸入代替が始められたと考えられる20世紀初頭

に，輸出の拡大があったのは，その意味で偶然で

はないであろう。ニュージーランドで，従来の羊

毛に加えて，食肉，酪農製品の輸出が19世紀末か

ら20世紀にかけて急上昇している。またオースト

ラリアでも20世紀初めに穀物やノξターの輸出が増

大した。この外貨収入増は，対外野衡の制約を緩

和して急速な輸入代替工業化の一つの要因として

機能したと考えられるのである沼7¥

こうした形態は，タイの事例に近い。タイは

1950年代から本格的な工業化に着手し，輸入代替

を基軸として急速な工業発展をとげてきた。その

際に必要な外貨は，米，スズなどの伝統輸出品やメ

イズなどの新興輸出品と外国投資によってまかな

われた。その結果， 1960年代にはすでに重工業で

も輸入代替が開始され，軽工業とならんだ並行的

輸入代替過程とみられる現象が生じている惜別。

しかしタイ経済はやはり労働過剰を基本的特饗

のーっとしているようである。 1970年代にはいっ

てから，繊維を中心として急速に軽工業品輸出が

拡大した。 1970年時点で，ほとんどゼロであった

輸出比率は， 1978年には綿織物で 17.3%，合識

織物では実に 43.8%に上昇したと計測されてい

る〔注9）。こうした輸出化の動きは，他の軽工業部
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門ではまだ生じていないが，タイ経済が日本や台

湾の事例に類似した方向へ動きつつあるとの判断

はできそうである。

だからといってタイ経済が，韓国や台湾で行な

われてきたような f軽工業輸出先導型J開発ノξタ

ーンに完全に移行するとは考えにくい。基本的に

労働過剰とはいっても，その程度はタイと韓国・

台湾では大きく異なっている。タイの事例は，お

そらく日本・台湾型とニュージーランド・オース

トラリア型の中間に位置するものと考えるのが適

切であろう。一次産品輸出の重要性が，今後急速

に低下するとは考えにくいからである。同様の事

情は，タイばかりでなく，フィリピンやマレーシ

アなどその他の低開発国にもあてはまろう。

対外均衡を維持しながら工業化の促進をはかっ

ていくのは，経済開発の最大の課題の一つである。

この課題を達成する方策は，各国の資源賦存状祝

によって異なっている。この点でニュージーラン

ド，オーストラリアの経験は，日本や台湾，韓国

と別種の事例であり，複眼的観点の一方を提示し

うるという意味で開発問題に大きな示唆を与えう

ると考えられるのである。

〔注 1) 日本，台湾，タイについては，山海・平田

前掲論文を参照。

（注2) 1978/79年に， ニュージーランドでは総輪

出額40街、ニュージーランド・ドルのうち，食糧（SITC

O類）と程原料（同2類〉で301億ニュージーランド・ド

ノレをλめていた。 NewZealand Official Y出 rb仰 ，k,

1980. またオーストラりアでも伺じ年の総輪出 140億

オーストラリア・ドルのうち，一次産品が 100億ドル

を越えている。 YearbookAustralia, 1980. 

（注3) このパターンは，いわゆる「雁行形態」に

きわめて類似している。

（注4) いずれの国でも，小規模，非効率，低操業

度公どの問題が指掃されている。低開発問の輸入代替

工業イじの問題点、についての， Little，前掲おやBal田盟，

背1jj鶴湾での批判は，両国についても適合するものであ
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る。

（注5) とくにオーストラリアの場合，国防上の観

点からも人 011曽加が国是とされ，工業部門に労働力の

吸収が期待きれていたという経緯がある。

（注6〕 外貨をえるには輸出のほかにも外国借入が

あり，ニュージーランドでもオーストラリアでも政府，

民間双；jで行なわれた。しかし，借入は返済されねば

ならず，その支払は外貨で行なわれな付ればならなレ

から，結局は輸出が問題となるe ただ LJ¥t,J閣の場合，

長く植民地通貨制度をとっていたこともあって，金融

は「従属経済」の重要な一部であったとされている。

（注 7) 実際には両国の輸出は，短期変動はあって

も着実に増大してきているので，輸入代替にとぐに影

響した商品や時期を特定するのは困難である。さらに

外国借入の要肉も加わるe ニュージーヲ〆ドの「従属

経済」の特質についての国際収支部からの議論は別に

後発国における工業品輸入依存と輸入代替

作業中である。

（注8) タイ重工業の輸入依存度は， 1966年の70.8

%から1972年には57.8%へと低下した。同じ期間に軽

工業を代表する繊維の輪入依存度は， 29.9%から 9.1

%へとやはり低下している。 山樫・平田 前掲論文

第 8表， 33，しーシ。

（注 9) 山津逸平「タイ繊維産業輸出化の分析」

（『一橋大学研究年報経済学研究」 23 1981年 BJDo

〔付記〕 本論文は， 1979～81年lこアジア経済研究所

海外派遣員として筆者が，ウエリントン・ヴィクトリ

7 大学（VictoriaUniversity of Wellington），シドニ

一大学（Universityof Sydney）で行なった研究作業

ο－imである。

くアジア経済研究所 経済成長調査部）
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